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１ はじめに

海上保安庁は水路測量の一環として，１９８３年度か

ら大陸棚調査を実施してきた．大陸棚調査は日本の

大陸棚の限界を申請するために必要な科学的及び技

術的な資料を得るための調査である（春日［２００５］）．

その大陸棚調査の中で，海底地形調査はマルチビー

ム音響測深機（Multi Beam Echo Sounder）を用い

て海底地形を調査するものであり，２００２年度まで日

本近海の海底地形の概要を調査した．２００２年までの

調査からは日本南方海域において領海基線から２００

海里を超えて大陸棚延長の可能性のある海域を明ら

かにした．２００３年度以降は，それまでの概要の調査

から，同海域の精密海底地形調査に移行し，また，

同年に測量船「昭洋」「拓洋」が大陸棚調査専従と

なった（小山・他［２００５］，田中・他［２００７］）．その

後，海上保安庁は２００８年６月まで調査を行い，２５年

間にわたる大陸棚の限界確定のための海域における

調査を終了した．

本報告では海上保安庁による大陸棚調査のうち，

２００３年度から２００８年度の精密海底地形調査について

取りまとめた．なお，２００３年度から２００８年度の海上

重力測量及び海上磁気測量についても記載した．

２ 調査

２．１ 調査期間

本報告では，２００３年４月から２００８年５月までの全

８０行動，総調査日数延べ１６８７日について取りまとめ

た．第１表に各調査行動の諸元をまとめた．

２．２ 調査船舶

本報告で扱う大陸棚調査に従事した海上保安庁の

測量船は，「昭洋」，「拓洋」，「明洋」及び「海洋」の

４隻である．なお，「昭洋」（３８行動）及び「拓洋」

（３９行動）による調査が大部分を占めており，残りが

「明洋」（１行動）及び「海洋」（２行動）である（第

１表）．

２．３ 調査内容

本報告では実施した各調査項目のうち，海底地形

調査，海上重力測量，及び海上磁力測量について報

告する．

２．３．１ 海底地形調査

海底地形調査は，取得する地形データに未測域を

生じないように，「昭洋」及び「拓洋」では１２ノット

以下，「明洋」及び「海洋」では標準速力である１０

ノット以下で調査した．調査で使用した測位，測深

機，及び音速度改正について以下に記す．

測位

測位はGPSによって行なった．GPSは２０００年５月

以前はSelective Availability（SA）が有効だったため，

測位精度は９５％信頼度で１００m程度だったが，SAが

廃止された２０００年５月以降は２６mまで改善された

（吉田［２００７］）．本報告で扱うのは２００３年度以降で

あるので，全てSA廃止後のデータであるため測位

精度は９５％信頼度で２６mとなっている（第２表）．
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第１表 大陸棚調査一覧（２００３年－２００８年）
Table１ Cruise table ―２００３-２００８―
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マルチビーム音響測深機

１９８３年度の調査開始時から大陸棚調査に従事して

いる測量船「拓洋」は，当時最新鋭の測深機である

SEABEAMを搭載した．SEABEAMを搭載すること

により面的に海底地形データを取得することが可能

となった．拓洋に搭載されたSEABEAMは１９９５年度

からSEABEAM２１０に更新され，１９９８年度にはSEA-

BEAM２１１２へと更新された．また，１９９８年度には同

じくSEABEAM２１１２を搭載した昭洋が就役し，大陸

棚調査に従事した．

本報告の調査で使用した各測量船の測深機は，

「昭洋」及び「拓洋」ではSEABEAM２１１２，「明洋」

ではSEABEAM２０００，「海洋」ではEM３０２である．

「明洋」及び「海洋」はSEABEAM２０００を搭載してい

たが，２００７年度から２００８年度にかけてEM３０２

（Kongsberg社製）への更新を行なった（第２表）．

音速度改正

音速度改正のための音速プロファイルは，音速度

計による実測値，及び水温と塩分からの計算値を用

いた．音速度計算のための水温と塩分の測定には鶴

見精機社製のXBT及び，XCTDを使用した．水温・

塩分の測定値が使用できない場合は日本海洋データ

センター（JODC）の水温統計値，及び塩分統計値を

使用した．表面音速度の補正には航走式水温塩分計

の値から計算した．XBT，XCTD，及び音速度計につ

いて以下に記す．

XBTは船舶の航行中にプローブを投下し，水温を

計測するシステムで表面水温が変化するたび使用し

た．水深に応じたプローブがあり，本調査ではT−

５，T−６，及びT−７のいずれかの型番のプローブ（第

３表）を使用した．

XCTDもXBT同様に船舶の航行中にプローブを

投下し，水温及び電気伝導度を計測するシステムで

地形調査中に１日１回程度の頻度で使用した．本調

査では最大水深１，８５０mまでのXCTD−2 F型プロー

ブ（第３表）を使用した．

音速度計は加国APPLIED MICROSYSTEMS LTD

社製のSV Plus型を使用した．SV Plus型は，音速プ

ロファイルを水深５０００mまで記録することが可能

な音速度計で，調査海域に音速度計による調査デー

タがなかった場合に実施する．音速度計は水中音速

をCTDなどの間接的なパラメータから計算するの

ではなく，プローブ内の音波の伝播時間から計測し

ている．

２．３．２ 海上重力測量

海上重力測量は海上重力計によって行った．昭洋

及び拓洋は独BONDENSEEWERK社製のKSS３１

型，明洋はKSS３０型を搭載している（第４表）．

２．３．３ 海上磁力測量

海上磁力測量はプロトン磁力計によって行った．

拓洋及び明洋は国際電子工業社製のPMM２００型を

第２表 マルチビーム音響測深器機器概要（吉田，
２００７に加筆修正）

Table２ Specifications of Multibeam Echo Sounder
（Added and modified Yoshida, 2007）

第３表 音速度改正機器概要
Table３ Specifications of Sonic velocity meter

第４表 重力計機器概要
Table４ Specifications of Gravimeter

第５表 磁力計機器概要
Table５ Specifications of Magnetometer
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搭載している．昭洋も２００８年２月までPMM２００型

を搭載していたが，２００８年３月より川崎地質社製の

PMM２１７型を搭載している（第５表）．観測の際は

船体磁気の影響を避けるために，２００m以上船から

離して曳航した．

３ 結果

３．１ 航跡

２００３年度から２００８年度までの調査航跡を第１図に

示す．また，１９８３年度から２００８年度までの全調査航

跡を第２図に示す．第２図より，２００３年度以降の調

査区域がそれ以前の調査区域と重複している箇所が

多く見られるが，２００２年度までの概要の調査では，

測線間に未測域が残っており，２００３年度からの精密

海底地形調査で補測を実施したためである．

３．２ 海底地形

２００２年度までの海底地形データで作図した海底地

形図を第３図，２００３年度から２００８年度までの海底地

形データで作図した海底地形図を第４図，１９８３年度

から２００８年度までのすべての海底地形データで作図

した海底地形図を第５図に示した．

２００２年度までのデータには，概要の調査であるた

め，測線間の未測域が確認できる（第３図）．ただ

し，南鳥島海域，特に南鳥島南方・東方の海底地形

データは１９９８年度以降の調査によるものであり，昭

洋・拓洋ともにSEABEAM２１１２を使用しているた

めにスワス幅が広くなっているため，他海域に比べ

未測部分が少ない．精密海底地形調査が開始された

２００３年度以降のデータは，特に精密な地形データが

要求される海域を重点的に調査している（第４図）．

１９８３年度から２００８年度までのすべてのデータを合わ

せた図を第５図に示す．

３．３ 海上重力・海上磁気

２００３年度以降の海上重力の調査航跡を第６図，海

上磁気の調査航跡を第７図に示す．

海上重力計は出航時に起動し，入港後まで連続的

に観測しているため，機器の故障等が無い限りにお

いては，第１図の航跡と等しくなる．

海上磁気測量時にはプロトン磁力計を曳航する必

要があるが，調査海域までの回航時及び地殻構造調

査のエアガン発震・海底地震計投入・回収作業時に

はプロトン磁力計を曳航することが出来ないため，

調査は他の作業を伴わない海底地形調査の際に限ら

れている．

第１図 航跡図（２００３年－２００８年）
Fig.１ Track lines map ―２００３-２００８―

第２図 航跡図（１９８３年－２００８年）
Fig.２ Track lines map ―１９８３-２００８―
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第４図 海底地形図（２００３年－２００８年）
Fig.４ Bathymetric map ―２００３-２００８―

第３図 海底地形図（１９８３年－２００２年）
Fig.３ Bathymetric map ―１９８３-２００２―

第５図 海底地形図（１９８３年－２００８年）
Fig.５ Bathymetric map ―１９８３-２００８―
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第６図 重力観測航跡図（２００３年－２００８年）
Fig.６ Track lines map for gravity surveys

第７図 地磁気観測航跡図（２００３年－２００８年）
Fig.７ Track lines map for geomagnetic surveys
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